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議論を参照しながら、Manion & Goodrum(2000)の議論を検討したい。そのためにまず 2 節

































































ないことにはならない(Spafford, 1992, p. 45)。	 
ハッキング行為が正当化される条件 
  

























































(Himma, 2008, p. 196)	 
	 
























































個人的な利益のために行う行為ではないだろう。つまり、4 番目の条件は 3 番目の条件を
含意している。そこで、本稿では、1 番目、4 番目、5 番目の条件を検討する。	 
まず、無関係な人にどれくらい害を与えるかという 1 番目の条件から考えよう。これは、



























責任を受け入れるという 5 番目の条件もみたす必要があるからだ。	 
そこで、5 番目の条件を考えよう。まず、自分の行動に対する責任を主張することと、
自分の行動が引き起こす法的な帰結を受け入れることは違うということに注意すべきであ
る(Himma, 2008, p. 203)。例えば、偽名をもちいて行動したり、ある集団の一員として行動
することにより、自分の行動による法的な帰結を受け入れることなく、自分の行動に対し












































































(1) 2011 年 8 月 16 日毎日新聞東京夕刊「シリコンバレー精神：IT 先駆者の文化革命」による。 
(2) 2011 年 11 月 10 日毎日新聞東京夕刊による。 
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